
 

２０２３年度法人事業報告(概要版) 
社会福祉法人よさのうみ福祉会 

 

 

１、事業所の移転統合や新たな障害のある人たちの暮らしや日中活動充実のために３つ
の事業を実施しました 
京都府や市町のとの連携や支援、法人の長年にわたる事業への地域住民からの信頼、これらにより新た

な３つの事業所を開設し、障害のある人たちの暮らしや日中活動充実のための事業を広げることができまし
た。 
①ホームゆめおり（若草ホーム、おおぞらホーム、ほっとホーム）を元与謝野町旧加悦社会福祉センター跡
地に、2023年9月オーナー形式で移転統合し「ホームつばき」「ホームりあん」として開所しました。 

②長岡ホーム近隣の土地を借用し 14名定員（７名×２棟）の新ホーム「オルオル」「オハナ」の 2024年 5月

開設に向け、国・京都府及び京丹後市の補助金を受け建設し３月末に工事が完成しました。 
③老朽化していた「すまいる」「ホームすみれ（すみれ）」「ヘルパーステーション結」の３つの事業所につい
て、旧京都府水産事務所建物改修をおこない 2023年 7月に移転統合し、「be plus」「ホームぱれっと（す
みれ）」「ヘルパーステーション結」としてスタートしました。 

 

２、「職員人材・研修センター」設置 
「職員育成委員会」と「職員研修委員会」が連携して取り組んできた内容を、2023 年度から「職員人材・研

修センター」として旧京都府水産事務所建物内に設置しました。複数の法人元管理者を専従職員として、外
部の有識者、管理者、主任、一般職で構成、毎月会議を開催して職員の研修等の取り組みを実施しました。
利用者支援や法人事業実施の要となる職員育成を進めるための基盤をつくることができ、今後も一層力を
入れていきます。 

 

３、地域へのアプローチ 
大きな3つの事業のスタートを契機に、ワークセンター花音駐車場とやすらの里ウッドデッキで9月30日

に「福祉の○わ ミニフェスタ」、10月20日（金）から 10月23日（月）にはアグリセンター大宮で「平山郁夫版画
展＆よさのうみ福祉会活動展」、10月21日（土）に be plus駐車場で「海

み

yell
え ー る

フェスタ」をそれぞれの地域で開
催しました。 
これらを通して、障害のある人への理解と共感を広げ、障害のある人も安心して暮らせる地域づくりの課

題を進めることができ、2024年度以降もエリアごとに継続していくこととなりました。 
 
４、第 4次 3か年計画の策定 
第 4 次 3 カ年計画（2024 年度～2026年度）を策定するための委員会を設置、利用者や家族、関係機関

や団体、各事業所やエリアでの論議やアンケートを実施して検討・作成しました。 
「利用者に寄り添った支援の充実」「計画的で安定した、法人・事業所運営」「地域へのアプローチと障害

者理解の促進」の 3 つをテーマに、「利用者支援・事業所の機能分化・再編」「地域とのつながりの強化・充
実」「職員の育成と確保・定着」「安定した事業の継続」の 4 つの内容について、3 年間での実現をめざす取
り組みを 2024年度から 3年間で進めていきます。 

 

５、財政（2023年度決算） 
厳しい報酬・補助金と利用者減少などによる収入減、物価高騰・基本給改定等による人件費・事業所改修

にともなう減価償却費や取り壊し費用などによる支出増により、2023 年度は 2018 年度につぐ赤字決算とな
りました。旧京都府水産事務所改修や「オルオル」「オハナ」建設に、補助金や寄付金以外に多額の借入金
と自己資金を必要としましたが、今後も法人事業を継続していくための大切な基盤を整備することができ、
今後はこれらをもとに利用者への支援の向上を図り、より多くの人たちの事業所利用を進めて一層の経営

改善に努力していく必要があります。 



1 

 

２
０
２
３
年
度 

法
人
事
業
報
告
及
び 

決
算
概
要
説
明 

社
会
福
祉
法
人
よ
さ
の
う
み
福
祉
会 

 

１
、
第
３
次
３
か
年
計
画
実
現
め

ざ
し
た
取
り
組
み 

 
  

（１
）３
つ
の
柱 

１
）
暮
ら
し
・
生
活
支
援
の
充
実 

①
京
丹
後
エ
リ
ア
の
ホ
ー
ム
開
設 

京
丹
後
市
内
で
の
新
た
な
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
、
７
人
定
員
の
ホ
ー
ム
を
２
棟
建
設
す

る
た
め
、
現
長
岡
ホ
ー
ム
近
隣
の
２
人
の

地
主
か
ら
土
地
を
借
用
し
、
国
・
京
都
府
、

京
丹
後
市
の
補
助
金
を
受
け
２０２４
年
３
月

末
に
建
物
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
５
月
１
日
か
ら
長
岡
ホ
ー
ム
の「
オ

ル
オ
ル
」「
オ
ハ
ナ
」
が
新
た
に
開
設
し
ま
す
。 

②
多
様
な
暮
ら
し
の
実
現 

多
様
な
暮
ら
し
の
実
現
に
む
け
た「
暮

ら
し
・
生
活
の
支
援
充
実
検
討
会
議
」
に

お
い
て
、
高
齢
者
施
設
へ
の
移
行
事
例
調

査
を
実
施
し
、
高
齢
に
な
っ
た
人
た
ち
の

暮
ら
し
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
リ
ア
ご
と
の
一
人

暮
ら
し
の
人
た
ち
の
現
状
と
課
題
を
交
流

し
ま
し
た
。 

③
入
浴
支
援
の
充
実
・
高
齢
化
に
対
す
る

日
中
活
動
の
検
討 

利
用
者
や
家
族
の
高
齢
化
や
機
能
低

下
に
と
も
な
う
入
浴
設
備
や
支
援
方
法
、

高
齢
化
す
る
利
用
者
の
日
中
活
動
に
つ
い

て
、
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
ま
し
た

が
、
十
分
検
討
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。 

④
日
一
時
支
援
の
充
実 

各
事
業
所
の
日
中
一
時
支
援
事
業
の

利
用
実
績
や
ニ
ー
ズ
、
市
町
の
委
託
の
現

状
な
ど
を
ふ
ま
え
、
現
通
所
事
業
所
利

用
者
の
朝
夕
の
活
動
の
場
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
一
方
で
障
害

児
童
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
家
庭
や
学
校

以
外
の
活
動
の
場
の
拡
充
は
引
き
続
き
課

題
と
な
っ
て
い
て
い
ま
す
。 

 

２
）
自
ら
学
び
、
自
ら
の
力
を
発
揮
し
て

共
に
育
ち
あ
う
職
員 

①
法
人
「
職
員
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置 

「
職
員
育
成
委
員
会
」
と
「
職
員
研
修

委
員
会
」
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

内
容
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
、
２０２３
年

度
か
ら「
職
員
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
」
を

旧
京
都
府
水
産
事
務
所
建
物
内
に
設
置

し
ま
し
た
。
複
数
の
法
人
元
管
理
者
を
専

従
職
員
と
し
、
外
部
の
有
識
者
、
管
理
者
、

主
任
、
一
般
職
で
構
成
、
毎
月
会
議
を
開

催
し
て
、
職
員
の
研
修
等
人
材
育
成
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。 

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
管
理
者

研
修
、
主
任
会
議
、
新
任
職
員
研
修
、
中

堅
職
員
研
修
、
事
業
所
内
研
修
、
職
員

交
流
会
（
専
門
職
研
修
）
、
事
業
所
ツ
ア

ー
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
視
聴
学
習
）
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。 

②
主
体
的
に
学
び
よ
り
広
い
視
野
を
持
つ

職
員
め
ざ
し
て 

職
員
が
自
ら
の
力
量
を
高
め
る
た
め
、

自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
よ
り
広
い
視
野
を

も
っ
て
主
体
的
に
学
ぶ
た
め
に
、
管
理
者
・

主
任
を
除
く
全
正
職
員
を
対
象
に
し
て

「
職
場
づ
く
り
」「
余
暇
支
援
」「
発
達
障
害
」

な
ど
８
つ
の
テ
ー
マ
で
１０
の
グ
ル
ー
プ
別
の

会
議
を
２０２２
年
１
月
か
ら
継
続
し
て
と
り

取
り
組
み
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま

と
め
を
お
こ
な
い
、
１１
月
に
報
告
動
画
、

１２
月
に
報
告
書
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
視
聴
学
習
）
は
、
職
員

会
議
の
時
間
帯
に
全
員
で
試
聴
し
て
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
や
、
職
員
個
人
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
試
聴
、
新
任
職
員
へ
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
補
足
的
な
利
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

③
次
世
代
を
担
う
法
人
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
成
長
す
る
た
め
に 

２
人
の
主
任
が
中
心
と
な
っ
て「
主
任

会
議
」
を
定
期
的
（
２
ヶ
月
１
回
）
に
開
催

し
、「
第
４
次
３
ヶ
年
計
画
へ
の
提
言
」「
会

計
状
況
の
把
握
」
な
ど
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー

プ
で
の
論
議
を
大
切
に
し
て
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
全
主
任
と
の
面
談
を
お
こ

な
っ
て
事
業
所
や
主
任
の
現
状
を
把
握
し

て
、
必
要
な
対
応
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
。
法
人
運
営
、
実
践
、
運
動
の
中
核
と

し
て
、
次
世
代
を
担
う
管
理
者
や
主
任

な
ど
の
職
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
す

る
た
め
の
取
り
組
み
に
一
層
力
を
入
れ
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

④
職
員
の
確
保
と
定
着 

職
員
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
を
、
集

団
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
、「
人
材
確
保
推
進
委
員
会
」
を
設
け

委
員
会
と
し
て
取
り
組
む
体
制
を
作
り
、

求
人
動
画
の
作
成
、
就
職
フ
ェ
ア
参
加
、

学
生
対
象
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
等
進
め

て
職
員
確
保
に
努
め
し
た
。
し
か
し
、
慢

性
的
な
職
員
の
不
足
状
況
は
続
い
て
い
ま

す
。 

 

３
）
組
織
再
編
～
事
業
所
改
修
、
事
業
所

再
編 各

事
業
所
の
老
朽
化
と
多
額
の
改
修

費
、
日
中
事
業
所
の
利
用
者
の
減
少
傾

向
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
現
状
の
事
業
所

を
維
持
す
る
の
か
再
編
す
る
の
か
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

す
ま
い
る
建
物
や
ホ
ー
ム
す
み
れ
建
物

（
す
み
れ
、
ヘル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
結
）の
老

朽
化
に
と
も
な
い
、
宮
津
市
を
通
し
て
京

都
府
か
ら
借
用
し
た
旧
元
京
都
府
水
産

事
務
所
を
改
修
し
、
２０２３
年
７
月
に
ｂ
ｅ 

ｐ

ｌ
ｕ
ｓ
（
旧
す
ま
い
る
）
、
ホ
ー
ム
ぱ
れ
っ
と

（旧
ホ
ー
ム
す
み
れ
）、
ヘル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
結
と
し
て
開
所
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ホ
ー
ム
ゆ
め
お
り
（
若
草
ホ
ー
ム
、

お
お
ぞ
ら
ホ
ー
ム
、
ほ
っ
と
ホ
ー
ム
）
の
旧

加
悦
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
へ
の
移
転

統
合
は
、
定
員
を
１６
名
か
ら
２０
名
に
増

や
し
、
ホ
ー
ム
つ
ば
き
、
ホ
ー
ム
り
あ
ん
と

し
て
２０２３
年
度
９
月
法
人
と
し
て
初
め
て
オ

ー
ナ
ー
形
式
に
よ
る
ホ
ー
ム
と
し
て
開
所
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す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
建
物
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
京
丹
後
市
障
害
者
相
談
支

援
事
業
所
結
は
２０２３
年
１２
月
に
民
間
建

物
を
借
用
し
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 野

田
川
共
同
作
業
所
夢
か
ご
弁
当
移

転
や
リ
フ
レ
か
や
の
里
の
利
用
者
食
事
調

理
場
所
な
ど
、
与
謝
野
町
内
の
就
労
継

続
樹
Ｂ
型
事
業
所
の
統
合
に
関
り
、
与
謝

野
町
の「
与
謝
野
町
食
と
健
康
の
拠
点
施

設
（
リ
フ
レ
か
や
の
里
本
館
建
物
）
の
利
活

用
に
関
す
る
民
間
提
案
募
集
」
に
応
募
し

与
謝
野
町
と
の
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

峰
山
共
同
作
業
所
や
み
ね
や
ま
作
業

所
建
物
老
朽
化
な
ど
に
と
も
な
う
京
丹

後
市
内
事
業
所
の
再
編
、
い
き
い
き
利
用

者
の
高
齢
化
に
と
も
な
う
入
浴
設
備
改

修
、
な
ど
の
論
議
を
進
め
ま
し
た
。 

 

（２
）５
つ
の
課
題 

１
）
よ
り
よ
り
良
い
支
援
・実
践
の
た
め
に 

法
人
の『
利
用
者
権
利
擁
護
指
針
』
に

掲
げ
た
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
一
人
ひ

と
り
の
立
場
に
た
っ
た
支
援
、
利
用
者
・
家

族
と
の
信
頼
関
係
構
築
、
あ
た
り
ま
え
の

暮
ら
し
の
実
現
の
、
４
つ
の「
大
切
に
し
た

い
視
点
」
に
立
ち
返
っ
た
支
援
・
実
践
を
お

こ
な
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
２０１９
年
１１

月
に「
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
対
す
る
よ

り
良
い
支
援
・
実
践
の
た
め
に
～
虐
待
再

発
防
止
計
画
の
実
施
」
を
策
定
し
、
①
職

員
の
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
の
醸
成
と

支
援
・
実
践
力
の
一
層
の
向
上
、
②
職
員

集
団
の
質
を
高
め
組
織
内
の
風
通
し
を

良
く
す
る
、
③
虐
待
再
発
防
止
計
画
の

定
着
の
３
つ
を
重
点
課
題
と
し
、
毎
年
１１

月
に
は
そ
の
振
り
返
り
と
見
直
し
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
。
２０２３
年
１１
月
に
は
、
計

画
に
掲
げ
て
い
る
２０
項
目
の
具
体
的
取

り
組
み
内
容
を
、
利
用
者
事
例
検
討
会
、

各
種
研
修
会
、「
心
温
ま
る
こ
と
・
ち
ょ
っ

と
一
言
」
大
賞
な
ど
１０
項
目
に
絞
っ
て
、

引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
法
人
虐
待
防
止
・
身
体
拘
束
適

正
委
員
会
で
は
、
事
業
所
の
委
員
会
で
の

論
議
内
容
集
約
と
論
議
、
虐
待
防
止
研

修
、
職
員
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
及
び
早

期
発
見
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
取
り
組

み
ま
し
た
。 

 

２
）
工
賃
向
上 

2020
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
な
ど
も
受
け
て
、
大
幅
に
就

労
会
計
の
売
り
上
げ
が
減
少
し
ま
し
た

が
、
製
品
開
発
、
作
業
検
討
、
新
規
事
業

な
ど
の
検
討
、
新
た
な
仕
事
導
入
や
行

政
か
ら
の
新
た
な
商
品
受
注
な
ど
を
売

り
上
げ
の
増
加
に
む
け
て
努
力
を
し
て
き

ま
し
た
。 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
マ
イ
ン
で
の「
ク

リ
エ
イ
ト
シ
ョ
ッ
プ
く
り
く
り
」
は
2021
年
に

１
階
へ
の
移
転
を
契
機
に
様
々
な
工
夫
に

よ
り
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
京
丹
後
市
や
峰
山
商
業
開
発
株
式

会
社
様
か
ら
も
引
き
続
き
大
き
な
支
援

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ｂ
ｅ 

ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
の
カ
レ
ー
焼
の
販
売
、
伊

根
の
里
で
の「
伊
根
マ
グ
ロ
」な
ど
に
よ
り
、

利
用
者
工
賃
の
増
額
や
作
業
意
欲
の
向

上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

 ３
）
リ
フ
レ
か
や
の
里
と
就
労
継
続
Ａ
型

事
業 

 

リ
フ
レ
か
や
の
里
の
本
館
事
業
（
レ
ス
ト

ラ
ン
・
宿
泊
・
入
浴
）
に
つ
い
て
、
与
謝
野
町

と
の
協
議
、
リ
フ
レ
運
営
協
議
会
等
を
通

し
た
地
域
か
ら
意
見
把
握
と
連
携
を
継

続
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
終

的
に
は
与
謝
野
町
が
２０２３
年
３
月
末
を
も

っ
て
一
時
休
館
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、

リ
フ
レ
か
や
の
里
で
お
こ
な
っ
て
き
た
就
労

継
続
Ａ
型
事
業
に
つ
い
て
も
２０２３
年
３
月
末

で「
廃
止
」せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

４
）多
様
な
障
害
者
の
受
け
入
れ 

高
次
脳
機
能
障
害
、
若
年
性
認
知
症
、

発
達
障
害
な
ど
多
様
な
障
害
者
を
受
け

入
れ
、
日
中
事
業
所
、
相
談
事
業
所
、
行

政
と
の
連
携
を
強
め
、
よ
り
適
切
な
支
援

を
行
え
る
よ
う
、
研
修
会
や
学
習
会
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
十
分
検
討
が

進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

５
）地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

 
 

旧
京
都
府
水
産
事
務
所
へ
の
移
転
統

合
（
２０２３
年
７
月
）
、
ホ
ー
ム
ゆ
め
お
り
移
転

統
合
（
２０２３
年
９
月
）
、
京
丹
後
市
に
お
け

る
新
た
な
ホ
ー
ム
開
設
（
２０２４
年
５
月
）
の
３

つ
の
大
き
な
事
業
が
各
地
域
で
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

新
た
な
場
所
で
事
業
を
始
め
る
こ
と
を
契

機
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

与
謝
野
エ
リ
ア
で
は
、
ホ
ー
ム
ゆ
め
お
り

の
加
悦
区
移
転
統
合
に
よ
り
、
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
花
音
駐
車
場
と
や
す
ら
の
里
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
に
お
い
て
９
月
３０
日
に「
福
祉
の

○わ
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
、
京
丹
後
エ
リ

ア
で
は
１
０
月
２０
日
（
金
）
か
ら
１０
月
２３

日
（
月
）
に「
平
山
郁
夫
版
画
展
＆
よ
さ
の

う
み
福
祉
会
活
動
展
」
を
ア
グ
リ
セ
ン
タ

ー
大
宮
に
て
実
施
、
宮
津
伊
根
エ
リ
ア
で

は
改
装
し
た
旧
京
都
府
水
産
事
務
所
駐

車
場
に
お
い
て
１０
月
２１
日
（
土
）
に「
海 み

ｙｅｌｌ
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の

理
解
と
共
感
を
広
げ
、
障
害
の
あ
る
人
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
課
題

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
２０２４
年
度
以
降
も

エ
リ
ア
ご
と
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

  

２
、
第
４
次
３
か
年
計
画
の
策
定 

こ
れ
ま
で
法
人
は
、
５
カ
年
総
合
計
画

（
前
期
２０１３
年
度
～
２０１４
年
度
と
後
期
２０１５

年
度
～
２０１７
年
度
）
、
第
２
次
３
カ
年
計
画

（
２０１８
年
度
～
２０２０
年
度
）
、
第
３
次
３
カ
年

計
画
（
２０２１
年
度
～
２０２３
年
度
）
を
作
成
し
、

３
年
ご
と
に
目
標
を
決
め
て
事
業
の
推
進

に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。 

第
３
次
３
カ
年
計
画
が
２０２３
年
で
終
了
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す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
次
期
計
画
の
第

４
次
３
カ
年
計
画
（
２０２４
年
度
～
２０２６
年
度
）

を
策
定
す
る
た
め
の
委
員
会
を
設
置
し
、

利
用
者
や
家
族
、
関
係
機
関
や
団
体
、

各
事
業
所
や
エ
リ
ア
で
の
論
議
や
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
論

議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

第
４
次
３
ヶ
年
計
画
は
、
①
利
用
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
の
充
実
、
②
計
画
的
で

安
定
し
た
、
法
人
・
事
業
所
運
営
、
③
地

域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
障
害
者
理
解
の
促

進
の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
、
①
利
用
者
支
援
・

事
業
所
の
機
能
分
化
・
再
編
、
②
地
域
と

の
つ
な
が
り
の
強
化
・
充
実
、
③
職
員
の
育

成
と
確
保
・
定
着
、
④
安
定
し
た
事
業
の

継
続
の
４
つ
の
内
容
を
、
今
後
３
年
間
の

中
で
実
現
め
ざ
し
て
い
い
き
ま
す
。 

  

３
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り 

２０２３
年
度
は
職
員
会
議
に
お
い
て「
よ
り

良
い
職
場
環
境
、
職
員
集
団
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
～
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場

づ
く
り
を
」
と
す
る
資
料
を
配
布
し
、
法

人
内
に
お
い
て
発
生
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

事
案
を
通
し
て
、
職
員
が
安
心
し
て
長
く

働
き
続
け
ら
れ
る
た
め
の
取
り
組
み
、
一

人
ひ
と
り
が
気
持
ち
よ
く
働
け
る
よ
り
よ

い
職
場
環
境
と
職
員
集
団
づ
く
り
に
つ
い

て
職
員
が
考
え
あ
う
機
会
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２０２２
年
度
か
ら「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
委
員

会
」
を
設
置
し
て
事
業
所
単
位
で
の
全
職

員
学
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
２０２３
年
度

は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

よ
り
良
い
実
践
を
進
め
る
た
め
に
も
、

ま
た
職
員
が
意
欲
を
も
っ
と
楽
し
く
働
き

続
け
ら
れ
る
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
各
事
業
所
に
お

い
て
管
理
者
の
み
な
ら
ず
、
職
員
全
員
が

大
切
な
こ
と
と
し
て
職
員
自
ら
が
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
に
、
法
人
と
し

て
最
も
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
対

策
の
具
体
化
を
図
り
、
職
員
の
働
き
や
す

い
環
境
整
備
に
努
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。 

  
４
、
法
人
組
織
運
営 

２０２３
年
度
１０
回
の
理
事
会
と
３
回
の
評

議
員
会
を
開
催
し
て
、
事
業
計
画
や
予

算
に
も
と
づ
く
法
人
や
事
業
所
運
営
に

関
わ
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
の
審
議
や

重
要
な
内
容
を
議
決
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
４１
回
の
常
任
理
事
会
、
毎
月
２
回
の
エ

リ
ア
代
表
者
会
議
、
１４
回
の
管
理
者
会

議
を
開
催
し
て
、
理
事
会
や
評
議
員
会
の

議
決
に
基
づ
く
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。 

当
法
人
が
各
部
門
に
共
通
す
る
重
要

な
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、
２０２３
年
度
は

８
つ
の
委
員
会
と
４
つ
の
部
会
、
さ
ら
に
第

３
次
３
カ
年
計
画
実
現
に
む
け
て
５
つ
の

検
討
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
会
や
部
会
が
定
期
に
会
議
を
開

催
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
目
的
の
推
進
を

図
り
ま
し
た
。 

 ５
、
決
算
の
主
な
特
徴 

法
人
と
し
て
初
め
て
赤
字
決
算
と
な
っ

た
２０１８
年
度
以
降
は
少
し
ず
つ
改
善
を
図

り
、
２０２２
年
度
決
算
は
４．８
％
と
法
人
の
財

政
目
標
と
す
る
収
支
差
率
３
％
を
確
保

し
て
き
ま
し
た
。
２０２３
年
度
は
、
国
の
厳
し

い
報
酬
や
補
助
金
と
利
用
者
減
少
な
ど

に
よ
る
収
入
減
、
物
価
高
騰
・
基
本
給
改

定
等
に
よ
る
人
件
費
・
旧
京
都
府
水
産
事

務
所
の
改
修
に
と
も
な
う
減
価
償
却
費

や
取
り
壊
し
費
用
な
ど
に
よ
る
支
出
増

に
よ
り
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。 

旧
京
都
府
水
産
事
務
所
改
修
や
長
岡

ホ
ー
ム「
オ
ル
オ
ル
」「
オ
ハ
ナ
」
建
設
に
は
、

２０２２
年
度
と
２０２３
年
度
で
合
計
約
４
億
4,700

万
円
の
資
金
を
支
出
、
補
助
金
や
寄
付

金
等
約
5,800
万
円
を
除
き
、
約
１
億
6,500
万

円
の
借
入
金
と
約
２
億
2,400
万
円
の
自
己

資
金
を
必
要
と
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
法

人
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
は
こ
れ
ら
を
も

と
に
利
用
者
へ
の
支
援
の
向
上
を
図
り
、

よ
り
多
く
の
人
た
ち
の
事
業
所
利
用
を
進

め
て
一
層
の
経
営
改
善
に
努
力
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
方
で
老
朽
化
し
た
建
物
の
改

修
や
移
転
統
合
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と

も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
修
繕

積
立
金
を
5,000
万
円
増
額
し
、
約
３
億
3,500

万
円
を
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

新
た
な
ホ
ー
ム
の
開
設
に
と
も
な
う
定

員
増
で
ホ
ー
ム
の
延
べ
利
用
者
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
日
中
事
業
所

の
延
べ
利
用
者
数
は
、
高
齢
化
に
と
も
な

う
他
法
人
事
業
所
（
入
所
施
設
等
）
へ
の

移
籍
等
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
９

万
人
を
割
り
込
み
（
２０２０
年
度
は
約
９
万
５

千
人
）
、
法
人
全
体
の
延
べ
利
用
者
数
は

大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
自
立
支
援
給
付
費
は
１１
億

1,388
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
ほ
ぼ
同
額

（
598
万
円
増
）
で
し
た
。
福
祉
・
介
護
職
員

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
の
新
設
や
、

新
た
な
ホ
ー
ム
開
設
等
定
員
増
に
よ
る
報

酬
の
増
収
も
そ
の
要
因
で
す
が
、
昨
年
度

同
様
に
延
べ
利
用
者
数
は
減
少
し
つ
つ
も
、

利
用
者
の
重
度
化
等
を
背
景
と
し
て
よ
り

高
い
区
分
の
基
本
報
酬
や
加
算
が
請
求

で
き
た
こ
と
、
新
た
な
加
算
の
取
得
が
で

き
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。 ２０２４

年
度
は
３
年
に
一
度
の
報
酬
改
定
が

行
わ
れ
、
そ
の
特
徴
は
、
①
基
本
報
酬
の

削
減
と「
加
算
頼
み
」
へ
の
改
悪
、
②
成
果

主
義
の
強
化
、
③
介
護
保
険
に
急
接
近
し

た
時
間
刻
み
の
報
酬
設
定
で
、
障
害
者
自

立
支
援
法
制
定
か
ら
１８
年
間
で
、
も
っ
と

も
大
幅
な
改
定
内
容
で
す
。
報
酬
改
定
の

そ
の
影
響
を
注
視
し
、
今
後
は
国
へ
の
報

酬
改
定
を
求
め
る
取
り
組
み
を
お
こ
な
い

つ
つ
、
法
人
・
事
業
所
の
運
営
を
進
め
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 


